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読書を広げる小単元の試み

湯 ；美 哲 司

はじめに
朝読書の全国的な広がりとともに，順調に伸びてきた平均読書冊数と順調に減ってきた不読率がこ

こにきて頭打ちで横ばいである。中学校，高等学校では後退傾向もうかがわれる。「子ども読書アン

ケート調査」によると，平成16年を最高に17, 18年と中学校，高等学校においては平均冊数の減少や

不読率の増加が見られる。

こうした結果の理由についても調査されている。中，高校生が時間のなさを理由に挙げている。し

かし，こうした理由は

近年の新たな傾向では

ない。そこで，近年の

教育状況からこうした

結果に至った理由を考 8 

えてみると，いくつか

を想像できる。一つは，

いわゆる朝読書の増加

の頭打ちがあるのかも

しれないということ。

あるいは，学力をつけ

るという観点から読解

中心の傾向が復活し，

読書離れを招く要因に

なっているのかもしれ

ないということ。これ

ら以外にもいくつかの
% 

理由が考えられるのだ 80 

が， こうした結果の理

由のーっとして， 「読

書を広げる」という指
※3 白n

導が充分でない点が，

一つの要因であると筆

者は考えている。小学

校においては自分の興 40 

味のむくままに読み進

めていくことで，多読

となり不読率も減る。

しかし，中，高校生に

おいてはますます読書

にあてる時間が制約さ

れていく中で本当に読

冊 1990年以降の 5月1か月間の平均読書冊数（学校図書館ニュースから）
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書を自分のものにしている生徒がどれだけいるのだろうか。自己の生活と密着し，自己の人生と関与

できるような読書を見つけさせていきたいものである。

こうした観点から，本研究では生徒の読書を広げていく小単元の展開を試みた。

I 研究の視点

1 読書指導

① 生徒の読書

本校においても，平成18年度から「朝読書」を行っており，大部分の生徒にとって，読書は

生活の一部としての定着が見られる。毎日，自分の読みたい本を手元において寸暇を惜しんで

読む者，読んだ本の感想を生徒同士で交換する者，教師に感想、を聞かせたり，本についての意

見を求めたりするなどの姿も見られる。

一方，朝学習（任意の学習，読書でもよい）を行っている三年生においては，個々の生徒に

よる読書への取り組みの違いが際だってくるように感じられる。

② 読書単元

本校国語科においては，全学年を通して年時から帯単元と教科書教材を中心とした主単元と

で構成している。帯単元については できるだけ主単元にかかわって 所謂 「耕しJ（学習へ

の準備）や反復や確認などに充ててきた。帯単元で扱う領域としては，「話す・聞く」，「書く

こと」，「読むこと」，「言語事項」などについて，あまり偏りのないものとするように考えて学

習をすすめてきている。

そのーっとして，読書を中心とする帯単元があるが，これについては，自分が気に入った本

を使ってそれを紹介するなど、の活動を行ってきている。こうした活動の目標のーっとしては，

生活の中に読書を定着させていくこと 広げていくことなどを考えている。

2 研究の目的

本研究においては，前項で述べたとおり，「生活の中に読書を定着させていくこと，広げてい

くこと」を目標とする小単元の試みである。生徒の読書を真に生徒の生活の中のものとするため

に，たくさんのジャンルのものにふれたり，友達の感想、や意見を聞いたりさせるなどして，今ま

で、無自覚だった読書の世界に気づかせていく単元の展開を試みるものである。

II 第二学年における小単元の実践

1 単元名 「2-1の39冊を作ろう～読書紹介」

2 目標

・自分の読書をふりかえるとともに，友達の紹介を読んで，いっそう読書を広げていく態度を養

ャつ

－読書紹介を編集する視点について友達と話し合うことができる。

・友達が興味をもつよう考えながら，わかりやすく紹介を書き上げることができる。

3 単元について

本単元は， 30分×7回 （約4時間分）で計画している。

｜見通しをもっ → 書く → 編む → 作る → まとめ｜

一人一人の読書をもとにして活動を行い，今後の読書につなげていく活動であり，「話す・聞

く」，「書く」，「読む」などの様々な目標を入れたものである。こうした活動は，中学 l年生のと

きにも行っており， 3年生においても行っていく予定である。
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読書を広げる小単元の試み

今回は，全員の紹介を冊子にしていくとと，編集していくことなどを盛り込んだ活動にするこ

とによって，読書の広がりを促すことを考えた。特に友達と話し合って編集する活動については，

編集するという立場から他の生徒の紹介を見ていくことによって，多くのこと（ジャンル，内容，

テーマなど）に気づき，より深く他の生徒の紹介した作品を知ろうとするのではないかと考えた。

また，そうしたときに話し合いながら編集を進めていくことによって いっそう深く作品とふれ

あうことができ，新しい読書の世界をひらく手がかりとなっていくよう願うものでもある。

を
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導入から紹介文の作成へ

本単元の導入については，見通しをもてるようまず「2-1の39冊を作ろうJと題して，教師

が書いた本の紹介を配布するとともに，最終的にめざしていく形として「新潮文庫の100冊」

提示した。こうして，紹介文をつくっていっ l

た。本の選定に関しては，細かな注意などは

行わなかったが，「同級生のみんなに紹介し

たい本」を選ぶこととした。また，全体で一

つの冊子になるという点についても強調しつ

つ紹介文を書かせることとした。

紹介の内容については， 「友達が読みたく

なるようなJということが第一目標であるが，

これについてはモデルにした「新潮文庫の10

0冊」の書き方が大いに参考になったと思わ

れる。リードの付け方粗筋の要約，謎をか

き立てるような説明などバラエティーに富ん

だモデルであった。

そうした中で書かれた紹介もバラエティー

に富んだものとなった。多くは文学，特に小

説ではあったが，中には評論的なものなども

各クラスに含まれていた。当初，映画やテレ

ビの原作になっているものなど，いわゆるベ

ストセラー的な作品が多いことを予想してい

たが，今回はそうしたものよりもそれぞれが

特に生活の中で，生きていく上で示唆を受け

た作品（生徒へのききとりから）なども比較

的多く見られる結果となった。
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話し合って編集する

編集については，まず教師が選んだ8作品について上下段組見聞き4頁の小冊子を二人で相談

しながら行っていくという形式をとった。下記のものが この時間の展開である。

5 

学習事項 生徒の活動と意識 教師の支援（0）と留意点（・）

0本時の見 0友達と話し合いながら編集す －今回は 8つの紹介について，編集を行ってみる。

通しをも る。 －隣の友達と話し合いながら編集を行わせる。

つ 編集の視点 －話し合いの視点

・作品，作家の五十音順 どういう視点で編集したら読む人にとって，より

－編集の視 －ジャンル別 よい読書紹介の冊子ができるだろうか。

点を考え 文学，非文学など 0なかなか意見を出すことができないグループには，

る。 －感動できる本など いくつかの視点を提示するなどの支援を行う。

－元気が出る本など －その利点を説明させ，次回に編集する際の参考に

させる。

0編集の仕方について発表する。 －年代等について補足を加えていく。

ここで見られた編集の視点は下記のものであった。

① 作品名の五十音順に並べる。

② 読み手の興味の順に並べる。

－とっつきやすそうなものから

．映像化されているものから

－評論を最後に

ジャンル別に並べる0

．小説から評論へ

・見聞きでグループに分ける。

作家名の五十音順に並べる。

その他

・表紙のイメージでわける0

．リードの言葉で分ける。

③ 

④ 

⑤ 

こうして，編集を行ってみると編集者の意識の中に読み手の立場がどのように反映されている

ということが明らかになったように思う。「③ 読み手の興味の順」や「③ ジャンル別j
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のか，



読書を広げる小単元の試み

については，読み手を意識した編集になっていたのだが，「① 作品名の五十音JI！買」や「作家名

の五十音順」に配列したものについては，編集者の使いやすさというものが，反映される結果に

なっていたように思う。こうしたことについては，編集の視点について発表する際にその意図が

明らかになるように教師から問いを投げかけた。

また，「表紙のイメージ」や「リードの言葉j について分けているものについては，

み手の意識に沿った配列の仕方であるよう感じられた。

こうしたことをふまえた上で，「友達が読みたくなるような」という視点での編集の話し合い

を重ねた。その結果，冊子の中に配列がわかる表示，目次などを追加していくグループも見られ
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N 今後の展望と課題

今回の小単元の学習においてねらったのは，生徒に「自己の生活と密着し，自己の人生と関与でき

るような読書を見つけさせたいJという目的であった。こうした，目標への評価は単元が終わったか

らといって即断できるものではなく，今後の読書生活の推移を評価していくことによって初めて明ら

かになるものである。

今回の学習は，「読書を広げる」という観点から見れば，読書前の指導に位置づけられる。これと

同様に読書の中・後の指導も行っていかなければならないと考える。読書中における「味わう指導」，

読書後における「意見を交換する指導」を含む単元も組織していきたい。

適切な読書指導を続けていくことで，一人でも多くの生徒が真の読書生活者となるよう実践を続け

ていきたい。

yuasa@edu. shimane-u. ac. jp) 

朝の読書推進協議会による

「第50回読書調査」全国学校図書館協議会による

桑原隆は新潮文庫『けっぱり先生』の小野田勇の解説を引用し次のように述べている。「個

性的曙好，すなわち「私の好きな作家J「私の好きな作品j 「私の好きな文章J「私の好きな詩・

短歌・俳句」といった世界を発掘し，それを伸長していくことが，読書生活を豊かにし，

ては読書力，読解力をも高めていく」（『言語生活者を育てる一言語生活論＆ホール・ランゲー

ジの地平』 1996東洋館）

また，安居綿子は「読書生活者」を次のように定義している。「読書が生活に位置づけられ

ている人」「読むという行為が，文字情報とかかわって知識情報を獲得し，それと並行して思

考したり，想像したり，新たなものを創り出したり，といった統合的行為として身についてい

る人J「読書をいかし，読書生活を充実させるという生活の喜び・楽しみを知っている人J

（『読書生活者を育てる』 2005東洋館）
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ひい

国語科てつじ（ゆあさ

（注）
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